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流出重油の漂跡

と海底堆積物

はじめに

昭和49年12月19目｢汚染底質調査技術の研究｣(国

立機関公害防止等試験研究)の海上調査研究を行なうた

め小松島港を｢わかしお｣で出港してまもなくテレ

ビ･ニュｰスで三菱石油水島製油所で事故が発生し

大量の重油が水島港に流れ込み備讃瀬戸に向って重油

が拡散しているとの報道があった.播磨灘に重油が流

れて来るのは時間の問題であると予想されたので重油

が海底に沈積する直前の底質の実態把握をするため初

年度の主研究対象海域を大阪湾から播磨灘に変えた.

瀬戸内海の海洋環境汚染はこれまでも赤潮の頻発発

生として問題と校っていたカミこの重油流出事故はそ

れに追い打ちをかけるものであった.この事故は油

流出事故としてはその被害の大きさ･被害海域の広が

り･その後の海洋生態環境に及ぼす影響など類例を見

ない大きな事故となったことは新聞･テレビ報道で知

られる通りである(第1表).

政府の石油流出事故現地対策本部の推定する瀬戸内海

へ流出した重油7,500～9,500kZは備讃瀬戸および播

磨灘南部を油づけにした.湯本(1975)の流出油拡散

大嶋和雄･小野寺公児･有田正史

状況報告によると風潮によって重油は備讃海域に広

く拡散し21目には小豆島南方に22日朝には鳴門海峡

北口付近に達し23目には流出油の一部が鳴門海峡を経

て紀伊水道に南下した.流出油の範囲は12月23～24

日頃にその拡散範囲が最大となったが水島～手島～

佐柳島～三崎を結ぶ線以西には拡散しなかった(第!図).

沿岸に漂着した重油は12月23日頃から暗褐色のスラッ

ジ状を呈し潮目に沿うものは12月29日頃からその

他の海面のものは1月6日頃からスラッジ状を呈しはじ

めた｡この海面上でスラッジ化し回収されずに海底

に沈積した重油は今後海洋生態環境に如何なる影響

を与えるかまた環境回復･保全のために如何なる対策

を講じなければなら狂いか深刻な問題となっている.

しかし対策を講ずるにしても海底におけるスラッジ化

した滴濁物質の分布および挙動の実態を把握することが

必要である.このようなスラッジ化した油濁物質を含

む汚染物質の海底での分布は肉眼では見えないため

その実態はなかなか把握できない.現在までのところ

油濁物質･ヘドロを含む液相状汚染底質の効果的な調査

技術は確立していない.｢汚染底質調査技術の研究｣

はこのような実態不明の汚染底質の効果的･系統的な

第1表三菱石油流出油による漁業関係被害状況(50.1.5現在)
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金額単位は千円2.香川の生産被害の不明分は入ってい往い

施設被害はのりわかめはまちその他の合計4.その他は県により内容秘異るが主なるものは調査経費漁船漁具の油濁被害等である

上記の被害状況は中間集計として発表されたものである�
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第1図流出量滴の拡散状況図湯本(1975)原図

調査方法および採泥技術の確立を目的としている(大嶋

～まカ､1975).

2.不起乱柱状試料採取技術

3,210冊法による堆積速度の測定技術

これまでの底質調査の経験から汚染底質には俗称

｢ヘドロ｣と呼ばれる通常の採泥器では採取されない液

相状汚染底質と汚染物質カミ泥粒子に吸着して沈積した

固相状汚染底質とがある事が判明している.調査対象

とする汚染底質とは｢人間によって直接あるいは間接に

海洋堆積環境に運び込まれた物質であって生物資源･

人間の健康および漁業などの活動に有害な影響を及ぼし

あるいは海水との交換において海水の質や快適さをそ

こなう物質を異常に含む底質を汚染底質｣と定義する.

汚染物質としては生産活動の多様化にとも放ってい

ろいろなものがあるが現在までに異常含有に達してい

る汚染物質には次のようなものカミある(第2表).49

年度は流出重油沈積前の固相状態の汚染底質を対象

として次のような研究を行なった.

1.音響機器による堆積物の連続層厚探査技術

第2表汚染物質として顕在化しているもの

形状�汚染物質�汚染源�汚染底質�海域

コロイド粗大分散系�ハルブ廃液油濁物質スラッジ都市下水処理物�工業生産都市下水�液相状汚染底質ヘドロ�貝子の浦･佐伯湾南流出海域東京湾

溶液低分子分散系�重金属類廃液高分子化合物廃液(P,C.B)農薬(D.D.TB.H.C)�工業生産農業�固相状汚染底質�八代海水俣宍道湖･琵琶湖

粉体�セメント粉塵アノレミニウム赤泥�工業生産�固相状汚染底質�セメント工場前面海域

大型異物�プラスチック�農業�固体�高知県沖合

��ヱの他生杏工事にともなフ土砂投棄農業開発にともなう表土の流串漁業養殖のための��

この研究の海上調査開始の前日に水島

製油所から流出した重油は本調査による

播磨灘の現世堆積物層厚分布図の厚層域の

上部を流れていった事が確認された.す

荏わち潮汐流で運搬される汚染物質粒子

はその海洋環境に支配された堆積物粒子

と同じ挙動をとるので堆積物の層厚分布･

粒度組成から経年的な海況変化を推定する

ことができる.したがって海面に流出

した油濁物質は主として播磨灘における

現世泥質堆積物厚層域に沈積したものと推

定される.

浮遊･懸濁物質を運搬する潮汐流の資料なくして泥

質堆積物の層厚分布･汚染物質の沈積実態を知ることは

できない･しかし潮汐流の流速･流向は非常に変化

が大きくその上限られた流速計での観測であるため

実態把握がむづかしく模型実験による相似現象で海況

をとらえようとしているのが現状である.とくに瀬

戸内海全体の海況については水温･塩分濃度分布を基

礎として推定する程度であって確実な事はわから扱い.

また底質の粒度組成から海況を云々する場合もその底

質カミ現海況下で運搬･沈積したものであるならぱ意味

があるが2万年前の低海水準から現海水準に至る各海

水準変化に対応した古い堆積環境において堆積したも

のであるならば軽卒に底質から現海況を判断するこ

とはできない.すなわち瀬戸内海堆積環境形成吏と

底質の特性を総合的に解析することによってはじめて

現海況および何故油濁物質が播磨灘南部に沈積しなけ

れぱならなかったのかが明らかになるのである.小論

では堆積物の調査研究から明らかになった瀬戸内海東

部の形成吏を基にして流出重油の漂跡と

海成堆積物の分布について記述する.

佐伯湾

その他土木工事にともなう土砂投棄農業開発にともなう表土の流串漁業養殖のための

過剰餌･肥料

調査方法

調査には芙蓉海洋開発株式会社の｢わか

しお｣(高木光郎船長約360トン)を傭船

してあらかじめ設定した5～7kmの格

子状地形･堆積物調査測線に沿って音響機

器による連続調査を行祖い側線の交点で

は底質試料の採泥を行祖った(第2図).海

底地形は29蛆･の精密音響測深器(沖電

気)堆積物の層厚分布調査は3,5蛆･地層�
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探査器(RAYTHON)を用いた.試料の柱状採泥は

重力式柱状採泥器(青木市太郎技官製作)およびスミス･

マッキンタイヤｰ型グラブ採泥器(離合杜)を用いた.

試料の堆積構造は軟X線写真撮影装置(ソフテックス

社)を用いて検討した.試料の粒度組成･砂粒組成に

ついても分析した.重金属元素含有量は目立207型

原子吸光光度計有機物含有量は柳本CNコｰダｰMT

500型によって分析した.なお表

層堆積物の堆積年代は2iopb法で

下部について1壬C法(学習院大学木

越邦彦教授依頼分析)によって求め

た.

海底地形

瀬戸内海の海底地形は瀬戸と灘

とが規則的に配置し瀬戸には海盆

という特殊な浸食地形が発達するた

め地理学的にも地質学的にも興味

ある対象でこれまでに多くの研究

がされてきた.YA皿As虹I(1902)が

海金地形を紹介してからこの海盆

の成因については潮流の掘さく作

用によって形成されたとする説

(Y蛆AsムK11902;矢部･同ヨ山1934;

�

桑代!959;茂木1962;藤田･前田1969)と低海水

準時の河川の残存地形である(星野･岩淵1966)とい

う両説があるカミ両説とも確たる証拠はない.瀬戸内

海の形成吏を解くために海盆の成因は重要な鍵を握る

ものと考えられる.

瀬戸内海東部の海底地形に堆積物の層厚分布資料を加

えて検討すると紀伊水道大阪湾および播磨灘南部･
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第2図

堆積物探査測線および採

泥点図

123:採泥点

45:3.5kHz地層探

査測線

6:海盆

第3図

瀬戸内海東部海域の海底

地形�
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策3表瀬戸内海東部灘域の海底地形

x�紀伊水道�大阪湾�播磨灘南部�播磨灘北部

O～10m�波蝕面堆積物5m以下�堆積面5～30m�波蝕面5加以下�波蝕面5㎜以下

15～25m�堆積面堆積物20～30皿�堆積面20～30m�堆積面20～30m�堆積面10m以下

35～50m�浸食地形堆積物5皿以下�堆積面10～20m�堆積面5～10m�浸食地形3m以下

60～70㎜�堆積地形5～10㎜�浸食地形O�無�無

北部とそれぞれ特徴をもった様相をしめしている

(第3図)･A面(O～10m)は大阪湾の淀川河口域を

除いては波蝕面からなるがあまり発達はよく荏い.

B面(15～25m)は現世堆積物の堆積面からなり東

部海域全体に発達する.C面(35～50m)は大阪湾

および播磨灘南部では堆積面であるが紀伊水道および

播磨灘北部では無堆積域である.D面(60～70m)は

紀伊水道および大阪湾にのみ発達し大阪湾では無堆積

であるが紀伊水道では堆積面を形成している.大阪

湾および吉野川河口にはB面の発達カミよいカミ堆積物の

供給の少ない播磨灘ではC面カミもっともよく発達して

第4表瀬戸内海東部瀬戸の海底地形

海城���

地形要素�友ケ島水道�鳴門海峡�明石海峡

海釜断面での最浅部�120血�65個�90m

海盆断面での最深部�167m�217m�144m

海盆で裁られる地形面�50～60m�40～50m�30～40m

海峡の援小幅�5.6㎞�1.5㎞�4.0㎞

最小断面積�O.3鮎�O.02儲�O.2㎞

いる･さらに堆積物供給量の少ない紀伊水道では堆

積地形の発達は悪い.したカミって瀬戸内海形成以前

の原地形は紀伊水道および大阪湾ではD面によって

播磨灘はほぼC面によって形成されていたと推定され

る.

瀬戸(海峡)の海底地形は非常に複雑であるが大

きく2つに区分される1つは友ケ島本道(第4図)や

明石海峡(第5図)の海底にみられるように中央部に細

長く海盆という盆地状の地形があって海峡の両端は浅

くなり平担面上に閉じている｡もう1つは鳴門海峡

(第6図)のように海峡の中央部にsi11(水門の台)が

あってその両側に海盆深部をもつものである.友ケ

さ
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第4図文ケ

島本遣海底地形(潮流;北流最強時)�
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明石

第5図

明石海峡海底地形(潮流;

東流最強時)

島水道および明石海峡の海盆横断面の最深部で海図資

料にみられるもっとも浅いところはそれぞれ120狐と

90mの深さであるのに対して潮流の2倍以上速い鳴門

海峡では65mの深さを有するにすぎない･潮流図

(海上保安庁水路部1963)から引用した資料を各海峡

の海底地形図にプロットしてみると表面潮流速の最大

域と海盆の深部域とは一致しない.また海峡海底部

の地質･岩質差による現在の潮流の選択浸食によって

海盆が形成されるという考えは明石

海峡のように大阪層灘が海底に広く分

布する海域で最深部の形態が地層分

布に支配されていないことから同意で

きない.底層流の大きさを反映する

サンド･ウェｰブは明石海峡付近で

は30皿以浅にしか発達し狂いした

がって水深100m以深の砂粒子をも

動すことのでき恋い現潮流速が海

底の基盤岩石を浸食するとは考えられ

狂い.本座･奈須(1968)によると

水深30～60mで表面潮流速が4～5ノ

ット観測された場合海底面上1mで

は1ノット内外の流速となり海底表

面の粒度係数を考慮すると海底直上

では1ノット以下になると考えられて

いる.したがって表面潮流速が充

分海底に達する位の低海水準時の浸食

作用を考えなければ海盆の形成機構

は説明できない.

耳∴､_､一･･…

鳴門海峡の海金地形を紀伊水道側へ

延長すると播磨灘に源を発する河州

第6図鳴門海峡海底地形(潮流;北流最強時)�
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カミ吉野川扇状地を切って水深50m一に達しているのカミよ

くわかる･この事実からは鳴門海峡の海盆最深部地

形214mの深部が河川の残存地形であるとはいえない

が先行的な河川地形が播磨灘から紀伊水道に向けて存

在していた事カミわかる.鳴門海峡ほどに明瞭ではない

が明石海峡では水深25mから50mに友ケ島水道では水

深50皿から70mにそれぞれ河川地形跡が読みとれる.

しかし各海釜の水深!00m以上の深所が河川地形跡で

あるとはいいがたい.とくに鳴門海峡のSi11(水深

65m)からは否定される.また明石海峡および友ケ

島水道の場合も大阪湾のC面下位に深い河川地形カミ埋

没されていない限り残存地形説は否定される.現海

底地形からは海水準が現海水準より50m下位に位置し

ていたときには播磨灘から紀伊水道へ河が流れ込み

明石海峡は閉じていた.また大阪湾は海水カミ侵入す

るよう狂潟湖の環境にあったと推定される.このよう

な地形から推定される事実を海底堆積物という実際の

記録によって検討する.

海底堆積物

地層探査記録には4層の顕著な反射層が認められる.

上からI層(沖積統上部)II層(沖積統下部)皿

層(洪積統上部)およびIV層(基盤岩類)と命名する.

この反射層かどのような堆積物から在るかを確認する

ために柱状採泥器を用いて採泥を行なった(第7図).

I層(沖積統上部);最大層厚40mに達する均質な反射

パタｰンを示す地層で貝殻混りの泥からなり大

阪湾の中央部から淀川河口域･播磨灘南部に厚く発

達する狭義の現世堆積物でA面およびB面を形

成する.

工[層(沖積統下部);層厚10m前後でI層と連続的平

行な反射パタｰンを示すが弱い反射層を挾在する.

薄い砂層が]I層中の弱い反射層に相当する.I

および]I層は海成層であるが]I層からはマガキ

(10,820±1goy.B.RGak-5703)が多産する.

したがって〕I層は現海水準より30m以上海水準カミ

低くかった時代の堆積物であると推定される.皿

層はC面を形成するかB面の下位をしめている

本属は播磨灘北岸および明石海峡の西側には分布し

ない.

皿層(洪積統上部);泥炭(10,400±190y･B.P.da良

一5705)を挾在する陸成粘土で層厚は10～20m.

瀬戸内海形成以前の沼沢地または潟湖に堆積したも

ので一部伊丹粘土層相当層を含む可能性がある.

大阪湾の柱状試料からヌマコタキガイを採取してい

る.この地層はD面に分布するかC面の下位

に分布する.(第9図第5表)

w層(基盤岩類または礫層);地層の上面のみが反射層

として記録される.散乱反射パタｰンの強い記録

の海域からは礫質堆積物が採取されている.

ミ三尊

�心���
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第7図

堆積物探査測線断面

(播磨灘採泥点2-4)�
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第8図

海成沖積統等層厚線図

瀬戸内海東部海域にはIおよび]I層の沖積世海成堆

積物カミ分布する.この堆積物は主としてシルトない

し粘土からなり懸濁浮遊によって堆積盆に運び込まれ

たものである.したがって現世堆積物の層厚分布は

堆積物粒子が運ばれた内海の海況(水理系)に支配され

るもので海底地盤沈降などという得体の知れないもの

に支配されるものではない.この堆積物の層厚分布は

最大40mから無堆積域まで非常に変化している(第8図).

無堆積域では汚染物質は沈積しないが堆積物の厚い

海域とくにI層の厚い海域に汚染物質が供給されるな
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第9図年代測定試料の柱状図

らば汚染底質の分布が問題となる.したがって海

洋環境汚染の監視場所としてはI層の厚い堆積海域を

選定すべきである.

流出重油は潮流に支配されながら播磨灘の現世堆

積物の厚く堆積する海域を選択するかのように漂出して

いった.すなわち泥質堆積物粒子と同様に流出重

油は海水中懸濁･浮遊物質としての挙動をしめした.

したがって堆積物の厚層域と恒常的な潮流の環流･停

滞域とは一致するはずである.しかし潮流観測は

潮汐流という非定常･複雑な流れを数の限定された流

速計で観測を行なうためその観測結果から海域全体

の潮流速･流向の実態を把握することは難しい.しか

し一度沈積した泥粒子が再移動するためにはその

粒子の運搬流速より大きな流速が必要なため堆積物の

第5表1壬C年代測定結果

コｰドM�試料�BlP.年代(1950年よりの年数)

Ga良一5700�播磨灘泥炭�19,300土580

一5701�泥炭�21,860±710

一5702�泥炭�23,260±1,300

一5703�大阪湾マガキ�1O,820±190

一5705�大阪湾泥炭�10,400±190

一5706�泥炭�13,950±280

��(学習院大学犬繊邦彦毅梧分析彼緬､

(学習院大学末越邦彦教授分析依頼)�
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粒度組成･層厚分布から潮流速･環流域などカ推定され

る.重油流出路が播磨灘の堆積物厚層域と一致する

という事実は流路下の浮遊懸濁物質わ堆積速度の速い

海域がスラッジ状油濁物質の主たる沈積海域に相当す

ると推定される.播磨灘では採泥点38から50を東西

に結ぶ側線を境にして北側には転勤と懸濁によって運

搬されてきた砂泥が分布し南側には均一懸濁物として

海水中を浮遊運搬されてきた泥底質が分布している.

したがって底質分布からも油濁物質の沈積は播磨灘

南部に多い事が推定される.現状では全く調査方針の

ない沈積油濁物質の実態調査に対してこの海成堆積物

層厚分布図は調査指針を与えている.今回の調査で油

濁物質沈積直前の底質試料を採取したのでその後の底

質生態環境変化の問題に対して多くの貢献カミできるで

あろう.

堆積環境の地史的変遷

瀬戸内海からはナウマン象やアカジ象だとの化石が

多数採取されていることから瀬戸内海東部海域が現

在のよう校内海になったのは洪積世もが粧り後のこと

であるということはわかっている.それでは何時頃

との様な順序で海になっていったかということは瀬戸

内海の海洋環境を理解する上で重要である.このこと

がよく理解されれば流出重油の漂跡路が何故海成堆

積物の層厚分布図と一致したかがわかるに違いない.

この様な考えをもとにして瀬戸内海東部海域の地史的

変遷について検討する(第6表).

瀬戸内海東部海域が現在のような海になる前の地形を

推定するために現世海成堆積物を除いた地形図(原地

形図)を作成した(第10図).この原地形が埋積される直

前の時代は大阪湾の採泥点74から採取されたシダの胞子

を多数含ぐむ泥炭層の年代(10,400±19013,950±280γ

B.P･)および泥炭層を不整合に覆う地層から採取された

マガキの年代(10,820±190y.B.P.)から約1万年前の

沖積世の始りと推定される.マガキの産出深度(一57

m)とマガキの生息環境を考慮すると当時の海水面は

現海水準下55m位にあったと推定される.したがって

原地形図において55mより深い部分は当時の海水面

下にあったことになる.大阪湾の場合淀川･武庫川

の旧河川地形が原地形50m等深線を切り60m等深線

で示される潟湖に河口があったことが原地形図から読み

とれ海水準カミ現水深55～ρ0m位に停滞していたことを

示している.明石海峡および友ケ島水道にある海金地

｣､豆島粋

｡

冷1

帖

〆＼

岸和田

海釜

吉野

㈰㌰�

第10図原

地形図(海成堆積物基底等深線図)�
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策6表

､q｡｡｡班服洪

瀬戸内海東部海域

積世､｡｡｡｡私服

の地形発達

沖､｡｡｡班､､積世

地

形

発

達

椴沢㌢二㍗鴛

D面形成｢C面形成

→トｰ一一一'一一i一'一一■一→

･会面影戒η

古明石川

ト

明石海峡1大阪湾へ通ずる〕

一･市仙･

･→

播磨台地(豊島･井島貝塚形成)

･一一■一'一一一一一一一一･一一一1

8000-7500甘

鳴門海峡7

鳴門恩谷

._._._._._一50m下刻一ゴｰ217m

珠已イヂフ｣く工首

河川侵食

吉野川海底扇状地形成

�ね�ね

形カミ旧河川の残存地形だと考える説は両者の間にある

D面(一60～一70m)が上部洪積統よりも古い地層か

ら形成されてv･ることから否定される.当時の大阪潟

湖は狭い友ケ島本道を経て紀伊水道湾に連るため汽水

湖のような環境にあった.友ケ島本道の現海釜地形は

海水準が現海水準下60m位に達した頃から紀伊水道湾

と大阪潟湖との間の潮汐流による浸食作用によって形成

され始めたものと推定される.潮汐流の大きさは水道

部の幅と潟湖の面積および潮汐差によって決るので海

水準が現海水準下50m位に放ってから一段と浸食作用は

大きくなったものと推定される.

播磨灘の原地形図は当時の播磨低湿地を流れる河川

が現在の灘の中央を経て鳴門海峡から海に注いでいた

事を示している.播磨灘の埋没平担面は海水準下40

～60皿に発達している.したがって海水準が60m以

下にあった頃には鳴門海峡の中央鞍部(一65m)に堰

止められた淡水湖であって溢れる水は鳴門海峡の鞍

部にあった懸谷から海に落ちこんでいた.この鳴門懸

谷の延長地形は吉野川の天井川的扇状地地形を解析し

て紀伊水道の50m等深線に開いている事から海水準

が50m以下では播磨灘からの河川水が紀伊水道湾に注

いでいたことがわかる.一方播磨灘の採泥点36の柱

状試料に観察される洪積統泥炭の浸食状態から現海水

準下40mの時期には既に海水が侵入し播磨潟湖が形成

されてv'た.この当時明石海峡はまだ播磨潟湖と

大阪湾との間の鞍部水深30～40mを海水が越えることが

出来たいため淡路島と本州とは陸続きであった.した

がって現播磨灘面積の6割強を占る原地形図40m等深

線で面かれる播磨潟湖の潮汐差による海水の交換は現

在より狭い鳴門海峡だけでまかなわれていた.当時の

鳴門海峡の潮流速は現在よりかなり大きかった事は

海盆の深度(220m)岩盤の浸食地形巨礫の分布から

うかがわれる.したがって鳴門海峡は播磨灘全体

の海水交換に対する流出口として主要校役割を果して

いて流出重油の漂跡はたまたまその実態を示したも

のである.この様な事実はこれからも赤潮発生の際

の広がりの方向に対して具体的な対応策を与えるもの

であろう.

明石海峡が形成されるには明石海峡周辺の原地形か

ら海水準が現海水準下30m以浅に上昇するまでまた

なくてはならない.この明石海峡形成の際海水は

播磨潟湖から大阪湾へと旧河川地形に沿って落ち込むよ

うに流れ込んだことは原地形等深線の形態播磨灘面

積(3,425長皿2)に対する鳴門海峡の幅(1.48km)と大

阪湾面積(1,529km-2)に対する友ケ島水道の幅(5.55たm)

からも容易に推測される.各海峡部での海水の流出入

量は大阪平野や播州平野にまで海水カミ侵入して灘

の面積が最大となった縄文海侵の最成期(5,000～6,000

年以前)にもっとも大きかった.

この堆積環境の変遷は海成堆積物の層厚分布からも

裏付けられる.沖積世海成堆積物のIおよび]I層のう�
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ち下部の工[層は現水深35m以深にのみ分布し明

石海峡から播磨灘北部沿岸には分布しない.この]I層

の上部から産する火山灰はオンジ火山灰(7,680±140

y･B･P･)に対比されるので7,500年以前には播磨灘沿

岸の水深20m以浅の海域は海水面上にあったと考えら

れる.この事は小豆島の酉に位置する豊島･井島の

縄文早期の貝塚(7,000～8,000年以前)の構成貝がヤマ

トシジミやカクタニシから放り当時の海水準は'現海

水準より20加佐低く貝塚の周辺は汽水環境にあったこ

とからもうらづけられる.したがって明石海峡は

海水準が現海水準下30㎜にあった縄文早期に形成された

ものと推定される.この明石海峡が形成されてからは

播磨灘北部の海水は明石海峡を経て外海水と交換す

るようになって現環境に至っている.

まとめ

三菱石油水島製油所から流出した重油は播磨灘の海

成堆積物層厚分布図の厚層域の上部を漂っていった.

浮遊懸濁物粒子として運搬･沈積する泥質堆積物の層厚

分布図は長年に亘る海況の積分値である.数の限定

された流速計の不連続匁観側結果から作成される潮流図

より堆積物分布図の方が海況を明確に反映している

したがって現状では全く調査方針のたたない沈積油

濁物質の実態調査に地質学的手法で作成した海成堆積

物層厚分布図は威力を発揮するであろう.しかしい

ろいろな事象の複合された結果としての堆積物分布から

単純な解釈を下すことは誤りの原因ともなる堆積物

とその入れ物としての地形に示された地史を読みとる事

によってこそ堆積物が示している微分係数としての動

きの判読が可能になる.とくに小論では海成堆積物

全体の層厚分布から海況を論じたが現海況になってか

ら堆積したI層の堆積物分布特性を明らかにすることに

よって浮遊･懸濁物質の挙動実態が正確に把握するこ

とができるであろう.潮流速の速い瀬戸部に発達する

海金地形はこれまで単純に潮流の浸食作用よって形成

されたとか旧河川の残存地形だとかいわれてきたが

これらの仮説は海盆が全て同時期に形成されたという

誤解の上に展開している.堆積環境の地史の項でも記

述したが沿岸堆積盆は洪積世末からの海水準上昇過

程で各環境は低湿地→潟湖→湾･灘へと変化してき

た.この過程で潮汐差に起因する各海峡の海水の流

出入量は海水準が最高に上昇したからといって単純

に大きくなるものでない播磨潟湖の場合には海水準

が現海水準より40m以上低くかった頃に鳴門海峡の海

水の流出入量が最大となった当時は現播磨灘の面積

の6割強もある潟湖の潮汐流を鳴門海峡だけでまかなっ

ていた.この様な歴史的経過カミ理解されなくては最

大表面潮流速が2ノット以下の海域に200m一以上の水

深を有する海金地形が発達することは理解でき狂い.

播磨灘南部の海水と外海水との交換は主として鳴門海

峡を経て行なわれていることは海成堆積物の層厚分布

や流出重油の漂跡からも裏付けられた.

地質学の主要課題の一つは自然環境学であるといわ

れて久しいがこれまでこの様な事故や問題が発生し

た場合にも地質学的堆積環境系の問題として積極的に

取組まれることがなかったしかしようやく識者の

理解するところとたり日本沿岸堆積盆の地形的に異な

るいくつかのモテ!レ･フィｰルドを選定しその堆積環

境･生態環境を地質学的に研究できるように狂ったのは

望外の喜びである.たった1つしか恋いこの地球で

よりよく生きていくためにも多くの研究者や住民の協

力のもとに沿岸堆積盆の生態環境や堆積環境を研究し

よりよい環境を創造するために力をつくしていきたいも

のである.

(筆者らは海洋地質部)
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